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       「ロータリーの原点に戻る」 

例会日 毎週水曜日 12：30～   例会場 ホテルシーズン日南 

住所 日南市園田3-11-1   TEL 0987-22-5151  FAX 0987-22-9588          会長 豊田裕康 

親睦活動月間 

第3290回例会 №20 2021.06.08  晴れ 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時 30分    「我等の生業」 

四 つ の テ ス ト  宮田健司 君 

例 会 行 事 結婚・誕生者卓話 

 

会長時間 

１ みなさん，こんにちは。 

  宮崎県独自の医療緊急警報が6月6日より医療警報へと引き下げられましたので、本日より通常例会を再

開することと致しました。通常例会は1月12日以来約5ヶ月ぶりとなります。今月6月はロータリー親睦月間

となっていますが、来週は創立記念日例会として久しぶりの会員間の親睦の機会となりますので、ふるっ

てご参加ください。ただ、日南・串間圏域は感染急増圏域のままで、連日新規感染者が確認されている状

況ですので、引き続き十分な感染対策をお願いします。 

２ 今日の会長時間ですが、休会となった場合にそなえて準備していた原稿が一つ残っていましたので、沖縄

の本土復帰50周年のお話しをしたいと思います。 

（１）先月15日、1972年に沖縄県の施政権が米国から日本国に返還されて50周年となりました。戦時中から本

土復帰までと、復帰から現在までの沖縄県民の苦悩については報道等で皆様もご存じのことと思いま

す。沖縄戦の現地海軍司令官であった大田実中将が自決前に海軍次官に送った電報でかたった「一木一

草焦土と化せん・・・沖縄県民斯く戦へり 県民に対し後世特別の御高配を賜らんことを」という思い

が現在に至るまで達せられていないことは残念に思います。 

   沖縄はベトナム戦争においては兵站拠点及びベトナム派兵前の訓練地として重要な役割を果たしまし

たが、戦争により疲弊したアメリカにとって沖縄県内の米軍基地負担が重くのしかかり、日本政府へ基

地負担の肩代わりをさせようという目論見から、1972年に沖縄の施政権が日本に返還されました。その

翌年にアメリカ軍のベトナムへの直接関与は停止され、75年にベトナム戦争は終結しました。 

（２）沖縄の施政権が日本に返還された後、沖縄県で海上保安業務を担っていたアメリカ沿岸警備隊（コース

トガード）の業務を海上保安庁が引き継ぐこととなりました。沖縄の本土復帰8年目から10年目のころ、

海上保安官であった私の父が沖縄の名護市に転勤するのに従い、私も名護に行きました。施設の引き継

ぎにあたって、沿岸警備隊の沖縄現地採用職員はそのまま海上保安庁が引き継いだため、職員住宅にも

復帰前に沿岸警備隊員であった方々が一緒に住んでいましたが、みなさん英語が堪能でした。私は名護

市でも田舎のほうに住んでいて、当時はコンビニなどなく近所には駄菓子屋が一軒あるだけでしたの

で、米軍や沿岸警備隊の基地開放日に基地内の娯楽施設に行くのが楽しみでした。ただ日本円は使えな

いので、親からもらった千円札をもって兵隊さんをつかまえて「チェンジ！チェンジ！」といって25セ

ント硬貨（クォーターコイン）に替えてもらってピンボール等をしました。ただ、小学生で為替レート

など知らなかったので、今思い返せば兵隊さんにぼられていたかもしれません。 

（３）今では沖縄名物としてタコライスが有名ですが（タコスの具材をライスの上にのせたもの）、私が住ん

でいたころにタコライスを食べた記憶がないので調べたら、1984年が発祥ということで、やはり私が沖

縄に住んでいたころは存在しませんでした。今では沖縄の学校給食でもタコライスが出されていると

いうことです。 



   私が住んでいた本土復帰直後のころは開発ラッシュで、大雨が降ると削られた山から赤土が大量に流

出してきて道がドロドロになり、海は一面茶色になっていましたが、現在では改善されているようで

す。 

   また、ちょうど沖縄の地上戦を学校の先生として経験され多くの教え子を亡くされた方が定年退職を

するころでしたので、私の担任の先生も沖縄戦を生き抜いた方々でした。ただなかには、「だから本土

の人間は」みたいなことを私に言う先生もいましたが、当時小学生の私は沖縄県民の本土への複雑な感

情は分かりませんでしたので、なんでそういう言われ方をするのかよく分かりませんでした。田舎の小

学校でしたので運動会は地域の一大イベントとなり、近所のおじぃやおばぁが大勢来ていましたが、あ

るおばぁが私を指さして「ないちゃ～」「ないちゃ～」と言って、私は意味が分からなかったのですが、

内地の人間という意味だと後で聞きました。肌の色が沖縄の人とくらべて白かったのですぐ分かるよ

うで、体育の授業の時に先生から「本土の人間はもやしみたいだ」と言われたりしました。運動会など

のイベントでは、必ずドラム缶一杯のシークヮサージュースが作られて、柄杓で汲んで飲んでいたのを

覚えています。健康ドリンクとして今飲む人が増えているみたいですが、確かに沖縄のおじぃおばぁは

よくシークヮサージュースを飲んでいました。 

   小学校の先生から言われて今でも覚えているのが、私が大阪に転校することになったとき、「本土の人

間は歩くのが速いから、大阪に行ったら一生懸命歩きなさい」と真顔で言われたことです。小学校3年

生だった私は先生の言うことを信じて大阪に行くまでビビってました。 

（４）沖縄が本土に復帰するにあたっては、政府が米軍基地は「核抜き本土並み」とすると宣伝したにもかか

わらず、米軍専用基地の約7割が沖縄に集中しているという現状です（むしろ本土の基地が返還される

等して復帰当初の6割弱から増えている）。 

   昨今の中国の海洋進出に対抗するためには沖縄の米軍基地の重要性が増しているという安全保障環境

の変化は考慮せねばなりませんが、沖縄が本土防衛のための捨て石となったおかげで本土決戦が避け

られたという事実がありますので、沖縄の人々の声に耳を傾け続ける必要があると思います。 

   以上で、会長時間を終わります。 

 

委員会報告 

 親睦委員会 創立記念例会の案内 6月15日（水） 18：30 ホテルシーズン日南 

 わかば委員会 令和3年度収支報告 

 親睦委員会 誕生者 渡邊眞一郎君（1648）峰松俊夫君（1962）清水滿雄君（1943）斉藤篤史君（1978） 

           齋藤奈々君（1970）上原 修君（1969） 

       結婚  日髙章太郎君（1985）飯干 賢君（1986） 

 

スマイル 

 日髙章太郎君 地区大会が無事に終わりました。出席有難うございました。 

 

例会行事   結婚・誕生者卓話 

               日髙章太郎君（結婚） 

結婚記念日の御祝い有難うございます。37 回目の記念日でした。よくここまでこれ

たものだと我ながら感心しています。 

 子は鎹と申しますが、子供は三人とも娘であったことが幸運でした。 

 これからも、よき夫にはなれないけど、良きパパでありたいです。 

 

 

               飯干 賢君（結婚） 

妻とは同じ職場の社内結婚で、私が初任の日南高校から結婚して福島高校、大宮高校

に転勤する間、妻は12年間日南高校に勤めていました。日南飫肥に住んでいました。 

最近は、平日は仕事ですが、土日には、庭いじりや子供たちと25年前からやっている

オートキャンプに行っています、今は二人ですが。余談ですが、カーポートの下に這わ

せている巨峰が5年目で昨年は45房とれ、今年も30房ほど収穫できそうです。 

妻は今年が定年で、10年ほど前から仕事を辞めていいかと聞いてきます。しかし最近



は、再任用をあと2年間しようかなと言い出しました。理由は、先輩や同じくらいの年齢の友達のほとんどが

退職後も働いているからだそうです。 

私は妻から、ずっと働いてねと言われ続けていますから大歓迎です。だからこそ、金曜夜から土日は、好き

なことをしています。お得な、「じもみや旅」も７回行きました。来週の土曜日は結婚記念日で、また、「じ

もみや」行きます。オートキャンプやお得なことには積極的で、お互いの仕事の疲れなんかを癒しています。 

 

               斉藤篤史君（誕生） 

誕生日のお祝いありがとうございました。今年で44歳になりました。 

最近は趣味のバイクで友人達とよくツーリングに行くようになりました。昔からバ

イクが好きな仲間です。この歳になって、みんなも家庭が落ち着き好きなことを出来

るような立場になったなぁと思っています。ツーリングではご飯を食べて、景色を見

て、デザート食べて、というようなプランで楽しんでいます。 

これからも何歳までバイクでツーリングに行けるかわかりませんが、好きなことが

出来ていることに感謝して、色々なことに挑戦していきたいです。 

 

 

新型コロナのお話       峰松俊夫君 

新型コロナウイルス感染症の新規感染者数の減少が続いているとの報告がされていま

す。確かに入院患者の数も減少しており、医療のひっ迫具合は改善しています。 

 先週の例会においても話しましたが、新型コロナウイルス感染症が流行してから、日

本では以前よりも死者数が減っていることをお話しました。新型コロナウイルスへの感

染対策を進めたために、一般的な呼吸器感染症も激減し、肺炎などの呼吸器感染症で亡

くなる高齢者が減ったのが原因と考えられています。そういう中で、性行為感染症は想

定よりも減りませんでした。外出を控えるようにいわれていたものの、密接（密着）は陰ながら行われてい

たということです。 

 さて、外国人の受け入れも再開しました。以前は日南に海外からの大型クルーズ船が来ると、特定の性行

為感染症が増えるという現象が見られました。さまざまな場面で人間は交流を深めているということでしょ

う。今更ながらに、人間の行動の奥深さに感心せざるをえません。人類は今後も繁栄する、その原動力を垣

間見ている気がします。 

 

出席率報告 

  会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

  今 週 31 8 23 19 3 1 22 95.83％ 

 出席免除 村上、清水、渡邊、守永、村社、田島、小玉、落丸 

 先取ＭＵ 上原、榎木田、土屋 

欠 席 斎藤（奈） 
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